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大乗仏典研究の遺産と展開
――辛嶋先生 ・ザケッティ先生追悼――

代表　宮崎展昌（鶴見大学仏教文化研究所准教授）

　本パネルは，2019年，2020年に相次いで急逝された，辛嶋静志，Stefano Zacchetti 

両先生を悼んで企画された．大乗仏教諸典籍に関する文献学的研究を専門とされ，
国際的にも活躍されて学会をリードされてきた両先生による偉大な研究成果，研
究遺産をいかに引き継ぎ，これからの研究に活かしていくのか，新たな展開につ
なげていくのか，ということをめぐって，両先生と交流があった国内外の研究者
5名が最新の研究動向や研究成果について報告 ・発表した．

発表要旨
1．庄司史生（立正大学准教授）「般若経写本研究の現状と課題」
　本発表では，『八千頌般若』や『二万五千頌般若』を中心とする般若経写本研究
の現状を概観して，辛嶋 ・ Zacchetti両先生が手掛けた研究成果について振り返っ
た．それらの共通点として，ギルギット写本やガーンダーリー写本を根拠としな
がら，古訳経典の解読研究を進展させ，仏教学研究における古訳経典の存在意義
を浮き彫りにした点にあることを指摘した．あわせて，般若経写本の研究に関す
る今後の課題としては，『十万頌般若』梵文写本の校訂テキストの作成，『二万五
千頌般若』と『一万八千頌般若』の比較研究が挙げられることも示した．

2．佐々木大悟（龍谷大学准教授）「古訳浄土経典研究の展開」
　本発表では，古訳浄土経典に関する研究に焦点を絞って，辛嶋先生による研究
がもたらしたインパクトがどのようなものであったかについて整理することを試
みた．辛嶋先生による，古訳浄土経典に関する最も主要な業績として，1999年か
ら2010年にかけて発表された「『大阿弥陀経』訳注」シリーズがあることを指摘
したうえで，それに付随するかたちで発表された諸論考についても整理した．あ
わせて，それらを受けて展開されてきた浄土経典分野の最新の研究成果について
も紹介し，さらに，今後の見通し ・展望についても報告がなされた．

3．�Michael Zimmermann（ハンブルク大学教授）“On the Relation of Right Ethical 

Conduct and Meditative Practice in the Bodhisattvabhūmi”　
　本発表では，八正道や六波羅蜜といった仏教の伝統的な実践道においては，瞑
想達成のための基礎あるいは前提条件として，道徳的規則の遵守を必要としてい
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ることを示したうえで，『菩薩地』においては，倫理と瞑想の配置が逆になってい
る箇所があることを指摘した．すなわち，利他的な動機と世間に対する倫理的な
関与が非常に重要になったために，『菩薩地』では，瞑想の達成が倫理的行動の必
要性に大いに役立つことが示された．

4．藤井淳（駒澤大学教授）「初期漢訳経典への 「道家の影響」 の再検討」
　本発表では，近年の古代中国思想に関する研究動向の変化を受けて，古訳経典
に対する道家の影響について再考察する必要性を提起した．具体的には，tathatā

の訳語としての「本無」や svabhāvaの訳語としての「自然」といった漢訳語は，
道家とは本来関係がなく，前者は仏典に頻出する否定表現をもとに，後者は漢代
の儒家における「性」の理解をもとに成立したという見解を示した．今後は，古
訳経典については，どのような人々が翻訳に関わり，翻訳者がどのような意図で
術語を用いたのかについて精査する必要があることも指摘した．

5．�Michael Radich（ハイデルベルク大学教授）“A New Approach to the Corpus of 

Dharmarakṣa”
　本発表では，辛嶋 ・ Zacchetti両先生が大きな貢献をなしてきた，竺法護訳典籍
に関して，TACLと呼ばれるコンピュータ解析を用いた研究プロジェクトについ
ての報告がなされた．その最も主要な研究成果としては，竺法護訳典籍にはおよ
そ8000もの語法上の特徴を見出すことができ，それらによって，竺法護に帰せら
れる典籍について独立した検証ができることが示された．また，研究プロジェク
トによる暫定的な新知見として，支謙訳とされてきた『維摩詰経』（T no. 474）が
竺法護による改変の影響を受けている可能性についても報告がなされた．

　以上の5氏による発表のあとに，ディスカッションの場が設けられ，各発表に
関する質問やコメントが，発表者同士あるいは聴衆から寄せられて，活発な議論
が行われた．本パネルをとおして，辛嶋 ・ Zacchetti両先生による研究成果の一端
を振り返るとともに，Radich氏の発表にもあったように，コンピュータを用いた
かたちでの研究手法が大きく様変わりする中，両先生の研究遺産をいかに引き継
ぎ，活かしていくかを改めて考える機会を設けることができたと考える．
　なお，本パネルは科研費基盤研究 B「dharmadhātu（法界）概念の研究――初期大
乗経典 ・古訳の分析を中心として――」（20H01185，研究代表者：藤井淳）の成果の
一部であり，同科研費プロジェクトの今後の遂行に，本パネルでの成果も活かし
ていきたい．
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